
FFJ 検定基準 
      １ 目的  FFJ 検定は、節目を設けて日頃の学習ならびに学校農業クラブの実践で得られた成果を

確認し、クラブ員が相互に協力してかつ競い合う中で向上心を養い、学校農業クラブの

目標である科学性・社会性・指導性を高めようとするものである。 

２ 検定基準 

 初 級 中 級 上 級 特 級 

科
学
性 

プロジェク

トなど 

 

 

 

 

専門科目に

関する知識 

入門的プロジェ

クトを行い、正

しい記録を残し

ている。 

 

 

１年生で学ぶ基

礎的知識を理解

している。 

プロジェクトに熱心に

取り組み、努力、発展

の跡がみられる。 

 

（職業的資格取得をも

って替えることも可） 

検定実施までに学ぶ知

識の習得状況が良好で

ある。 

プロジェクトに熱心に取

り組み、その内容、成果

のまとめともしっかりし

ている。 

（職業的資格取得をもっ

て替えることも可） 

検定実施までに学ぶ知識

の習得状況が優秀であ

る。 

プロジェクトの成果が

上級取得者の中でも特

に優れている。 

 

（職業的資格取得をも

って替えることは不

可） 

 

社
会
性
・
指
導
性 

農業クラブ

活動への理

解と参加 

○学校農業クラ

ブの目的を理解

し、単位クラブ

の会則や年間計

画等を把握して

いる。 

○単位クラブの

行事に参加し、

その記録を残し

ている。 

○日本学校農業クラブ

連盟の歴史や現状、会

則、行事内容などの要

点について把握してい

る。 

○農業クラブ活動の中

でクラブ員としての責

任を積極的に果たして

いる。 

リーダーシップを発揮し

実績を上げている。 

（①～③のいずれかに該

当する） 

①単位クラブ内で他のク

ラブ員の模範となる働き

をしている。 

②役員などで県連盟以上

の会議、研修会などの参

加実績がある。 

③単位クラブの代表とし

て発表会、競技会などへ

の参加実績がある。 

上級取得者の中でも活

動実績が顕著である。

（令和 2 年度に限り、

今後の活動予定を含む

計画書の提出も可） 

 

 

 

標準検定時期 １学年の３学期 ２学年の 2～3 学期 ３学年の１学期 ３学年の 10 月初旬 

検定実施機関 単 位 ク ラ ブ 県 連 盟 日 連 

提 出 物 

各検定実施機関の指定するもの 
（日連が発行している「FFJ ファイル」を使用することが望ましい） 

検定願書、プロジェクト

報告書、受検手数料、推

薦書、受検者一覧、要旨

書 

備   考 

１．中級および上級の受検にかかわり、初級および中級の取得者であ

ることを条件とするか否かは県連盟で定めることとする。 

２．プロジェクトの成果に代替し得る職業的資格の範囲や区分につい

ては県連盟で定めることとする。 

県連盟は、上級取得者か

ら、一層の成長が期待で

きる者を推薦すること。 

 


